
母子栄養学特論（選択・講義１単位）[教職（家庭）必修]        福 岡 秀 興 
【授業の到達目標および概要】 

「妊娠中の母親の栄養状態が次世代の健康及び疾患発症リスクを決める大きな要因にな

る」という成人病胎児期発症説を提唱している D.Barker 先生が栄養学分野のノーベル賞と

されるダノン賞を 2005年に受賞したことは記憶に新しい。この説は日本であまり理解され

ていないが、20 世紀には 21世紀最大の医学仮説であるとされていたが、21世紀の今では、

分子レベルでの機序（epigenetics:後成的遺伝子発現制御機構）が明らかとされつつあり、

重要な学説と変貌した。妊娠した時点での子宮卵管内の栄養環境、妊娠中の母体栄養状況、

出生後の乳児栄養の状態により、成人病発症の素因が大きく決定され、その後のマイナス

のライフスタイル付加により疾患が発症するのである。日本は、やせ女性及び低出生体重

児の著しい増加傾向があり成人病の著増が予想される。次世代の健康を確保するための栄

養学の重要性及び実地臨床への応用について、理解する事を目標とする。 

【授業計画】 

①② 成人病胎児期発症説とは（歴史、大規模疫学調査、世界の現況） 

③④ 成人病胎児期発症説の発症分子機序（エピジェネテックス、動物実験、one carbon 

metabolism, 葉酸の意義） 

⑤⑥ 日本の妊婦栄養及び小児成人病と大人の成人病（やせ願望、やせ女性の頻度、妊娠中

の栄養アセスメント、日本の妊娠糖尿病の特徴、不妊症治療及び多胎妊娠、小児成人

病、メタボリック症候群、遺伝子多型、低出生体重児の増加と日本の未来） 

⑦⑧ まとめ 

履修者によっては、取り上げる項目や時間配分を変更することもありえる。 

【授業外学習】 

指定論文を事前に読み、提示論文の講読を行う。それに基づく活発な議論を期待する。

授業終了時に示す課題と論文についてレポートを作成・提出する事を課外学習とする。 

【成績評価の方法・基準】 

授業の際に発表した内容、討論への参加、および提示文献を読みレポートを提出する。

これらを総合的に評価する。 

【教科書】 

随時プリント、資料を配布する。 

【参考書】 
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